
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

メインクラス Lv.1: レベル
効果：

サポートクラス Lv.1: 性別

称号クラス 年齢 効果：

種族 境遇 効果：

目標
効果：

筋力 器用 敏捷 知力 感知 精神 幸運
基本値 効果：

HPボーナス
クラス修正 MP 効果：

他修正
フェイト能力値 効果：

装備品 射程 命中 攻撃 回避 物防 魔防 行動 移動
効果：

右手
左手

効果：
頭部
胴部

効果：
補助

装身具
効果：

能力値
スキル

効果：
その他

m

効果：

効果：
ダイス数 d d d

能力値 スキル その他 合計 ダイス数 所持品
トラップ探知 + d

トラップ解除 + d

危険感知 + d

エネミー識別 + d

アイテム鑑定 + d

魔術判定 + d

呪歌判定 + d

錬金術判定 + d

現在重量：

最大重量： 所持金： 預金・借金：

出自
（効果）

総計(右)
総計(左)
総計(両)

アスター（怪人アントエンプレス）
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スタッフ（N・Dの旗）

サークレット（髪ゴム）
レザージャケット

聖印（N・D構成員証）

ﾌｪｲｽ：ﾀﾞｸﾞﾃﾞﾓｱ
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アクロバット

プロテクション

ヒール

オイントメント

スティミュラント

ファラウェイ

クイックヒール

アフェクション

ヘイスト

アントフェロモン

ハンズオブライトⅠ
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猫族、作成時に敏捷基本値に+3

ﾀﾞﾒｰｼﾞ軽減、-4D

HP回復、3D+9

ﾗｳﾝﾄﾞ終了時まで判定ﾀﾞｲｽ+1D

ｵｲﾝﾄﾒﾝﾄの効果変更「ｼｰﾝ終了時まで判定ﾀﾞｲｽ+1D、ﾀﾞﾒｰｼﾞ+1D、ｺｽﾄ200G」

対象単体のﾋｰﾗｰMAｽｷﾙを範囲(選択)に拡張

ﾋｰﾙを使用

ﾀﾞﾒｰｼﾞ無効

行動値+1D

ﾗｳﾝﾄﾞ終了時まで判定ﾀﾞｲｽ+1D

ﾀﾞﾒｰｼﾞ軽減の魔術の効果に+1D

行動値+2

『レアやSレアの怪人さんをGETするには勧誘（ガチャ）が一番！』
ヴァーナのアウリル（猫族）で、頭から二本の触覚（アリの）を生やした女性。肩を少し超える程度の茶髪を後ろで一つに結っており、黒いスーツを身にまとう
。眼鏡と左目の泣きぼくろが特徴。

『スタミナジュースとエナジージュースを合わせたおトクなセットが現在ショップで販売中です！  是非ご利用ください♪』
ネオ・ダイナストカバルの広報部に所属する、自称「怪人アシスタント」である。自身も改造された肉体を持つが、怪人として戦闘能力を備えなかった為、裏方
として活躍。本人曰く、「自分は怪人では無く、一構成員」とのこと。

『大首領さま、まだあきらめちゃダメです！』
ネオ・ダイナストカバル内のイベントのMC、実況解説、ショップなどを担当する。しかし、メインの業務は本部から資金を受け、新しい怪人を連れてくるスカウ
トマン。彼女は組織のためにとても献身的にスカウトに励む。なので大首領に逐一報告し、更なる勧誘の提案をいつもしているようだ。

『これからも、大首領さまとアシスタントの私と、二人三脚で怪人さん達を応援していきましょうね！えへっ♪』
彼女の精力的な活動は組織の怪人を増やし、そしてその新たな怪人らの稼ぎを元に更なる勧誘、というループを繰り返している。万年金欠のネオ・ダイナストカ
バルが彼女の活躍で豊かになっているかというとそれは微妙。むしろ怪人が多く増えたため、仕事が無くなれば途端に路頭に迷う怪人が大量に発生し、ピンチに
陥る可能性が…。

『課金とはつまり麻薬よ。一度ハマれば容易に抜け出せないわ。私はその初めの一歩をそっと後押しするだけ…』
一部では、組織の権力を握ってるのは大首領ではなく彼女なのでは…？なんて噂が立っているが、あくまで根も葉もない噂である。
ネオ・ダイナストカバルは大首領の元に集う一枚岩ですよ、怪人さん！ そんなウワサ信じちゃダメですっ！

『坂を転がる石が止まらないのは誰のせいでもないわ』
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